( Ill ) 


卵粒を受容するだけの彈力性を與へることが a 難な魚であると考へられる 0. 
之に對して硝子鍊では內懿の曲面によつて常に絹布と內壁との聞に--をの願搞 
がお來るので、卵はををじをの彈力性ある絹が上にムめられるのであらう〇然 
し硝子容器も步巧などの點から兒て、必ずしもこの蜘蛛じとつて最もがましい 
を器でないことは明かであ！)、この黯じ闊しては更に工夫の必要があると考へ 
る0 

朝鮮人の蜘蛛利用 

岡本大二郞 

兵庵縣ミ煩郡阿萬和疆皇 eso 

私は觀鮮水原の農業舉校に働務中朝鮮の有用昆蟲の調證を企て、生徒に自み 
が又は家庭じがて利用しを昆蟲じ就き書かせたことがある0其時は昆蟲じ帳ら 
蜘礫に就いては别に調べるつも b であつたが、終戳、引揚によ遂に其機會を 
失つて仕舞つた0上記調お黛に择蟲と思つて蜘蛛のことを書をんだ著が若干 
(149名中16あ）あつたので、計叢的調淮のす可能となつた今日のこと、て、 
ボ備乍ら本誌の餘白をか 5) —應記錄じ止めておくことじした0何れも單じクモ 
と記してゐたが形態習性等の說巧よ！)麵名を推定した0 
オホ1;;イダモを藥用に （6 名）陋物（特に後頭の.眞中にお來るもの）の薬に 
用ひ、利用囘數は4名は多く 2名はかい0腹部を手で潰してかを其巢をまるめ 
たもの（騰膽綿のけら）じつけ、之を腫物の上にはらつけておくと臘をよく巧 
化し直ぐなほるとちふ 0 化話をがに觸れ生徒に持巧してみると大抵知つて居ら 
經驗者も多かつた 0 ォホヒメグモを熟鮮語でャクコミ （ yak - ko - mi ) とをふ〇ャ 
クは藥のこと、コミは蜘妹のことで藥にする痴蛛の意0 

卜•クグモの1香をを釣巧串 H こ （5 を）本種は寧叢等を這麵つてなるものであ 
る。 利用固がは3をは夕く 2をは少い〇乎で其離探つたらおで輕くふんで探ら、 
巧つたものを其縷釣針に挿して用ひる0 
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オニグモをを用に （2 を）2を輿食つた固數は少い0證や俸で採ら、頭胸部 
を捻て腹部のみを燒いて食ふと美味しいと 玄ふ。 

オニダモを藥用に （2 を）1をは痒の藥じして居も利用回數は多い0股部の 
ホを使ふと云ふが巧]眼かか用か文面じて不日巧、恐らくか用と思ふ0他の:[《は 
おの藥じしたか誰してなく利用固おはみい 0 繞いて粉ホじして使ふとちふが內 
服かか用か不明0 

オニダモを鷄飼料に （1 名）稠觸闽數はかい 0 採つたものを其儘與へる 0 

尙諷を票には記されてなかつたが子供がクモ類の巢を捕證側こ用ひる 0 竿の 
ホに封*金、か、ポブブ•柳、薪、ァヵシャ等で作つた翰をつけ之に壤を張る 0 
こんな網を持つてトンポや'^ミを追かけまはしてゐるのが夏中常に見られる0 



